
私
の
軍
歴
と
シ
ベ
リ
ア
・
　 

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
　 

第
三
収
容
所
の
体
験
記
　 

大
分
県
　
中
谷
孝
　 

入
隊
か
ら
終
戦
ま
で
の
軍
歴

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
月
十
五
日
に
都
城
に
入
隊

し
、
予
防
接
種
の
た
め
二
泊
し
て
、
都
城
駅
よ
り
軍
用
臨
時
列

車
で
門
司
駅
に
到
着
。
門
司
港
よ
り
貨
物
輸
送
船
に
乗
船
、
一

泊
し
て
出
港
し
た
が
、
港
を
出
て
三
十
分
ほ
ど
し
た
玄
界
灘
で

空
襲
警
報
が
二
回
発
令
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
釜
山
経
由
で
ソ
満

国
境
ハ
イ
ラ
ル
に
到
着
し
、
関
東
軍
北
満
ハ
イ
ラ
ル
第
二
八
三

部
隊
に
現
地
教
育
の
予
定
で
入
隊
し
た
。

し
か
し
、
二
八
三
部
隊
は
留
守
。
満
州
ハ
イ
ラ
ル
第
一
一
九

師
団
歩
兵
二
二
五
連
隊
（
防
諜
第
五
一
五
部
隊
）
第
一
大
隊
第

三
中
隊
（
杉
崎
隊
）
ハ
イ
ラ
ル
一
地
区
の
ア
ン
ポ
の
陣
地
に

行
っ
た
。
杉
崎
隊
は
東
山
の
二
八
三
部
隊
の
兵
舎
に
移
動
し

た
。
杉
崎
隊
の
二
班
（
軽
機
関
銃
班
）
で
教
育
上
等
兵
の
玉
城

善
人
の
当
番
、
名
古
屋
か
ら
の
補
充
兵
は
剣
と
竹
の
水
筒
を

持
っ
て
来
た
。
二
五
五
連
隊
は
新
設
の
た
め
、
新
し
い
軍
旗
の

軍
旗
祭
が
行
わ
れ
た
。

東
山
の
演
習
場
で
の
補
充
兵
と
の
騎
馬
戦
で
、
演
習
中
に
補

充
兵
を
庇
っ
て
二
人
と
も
落
馬
し
て
、
ハ
イ
ラ
ル
東
山
の
陸
軍

病
院
に
入
院
し
た
が
二
日
間
で
治
癒
し
、
そ
の
後
は
衛
生
兵
が

不
足
し
て
い
る
た
め
に
病
院
で
使
役
に
従
事
し
た
。
退
院
後
は

ハ
イ
ラ
ル
か
ら
扎
蘭
屯
の
杉
崎
隊
の
留
守
部
隊
に
帰
っ
た
。

九
州
代
表
の
遺
骨
護
送
の
命
令
を
受
け
た
。
ハ
イ
ラ
ル
の
東

山
本
願
寺
に
行
き
、
遺
骨
を
受
け
取
り
ハ
イ
ラ
ル
の
忠
霊
塔
に

納
め
、
分
骨
し
て
日
本
に
持
ち
帰
る
分
は
扎
蘭
屯
の
内
務
班
の

渋
谷
曹
長
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
翌
日
、
日
本
に
護
送
す
べ
く

命
令
を
受
け
た
。
次
の
朝
、
遺
骨
護
送
は
中
止
と
な
っ
た
。

嫩
江
一
三
六
師
団
、
三
七
五
七
八
部
隊
（
挺
身
大
隊
に
転

属
）
長
友
隊
の
二
中
隊
で
戦
時
訓
練
を
受
け
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
一
日
出
陣
式
。
軍
帽
、
軍
服
、
軍
靴
、

下
着
等
す
べ
て
新
し
い
物
を
支
給
さ
れ
、
全
部
新
し
い
物
に
か



え
た
。

嫩
江
よ
り
部
隊
は
ハ
ル
ビ
ン
警
備
の
た
め
南
下
、
二
晩
雨
中

夜
行
行
軍
を
し
、
チ
チ
ハ
ル
駅
の
構
内
で
終
戦
を
知
り
、
八
月

十
五
日
、
チ
チ
ハ
ル
郊
外
の
兵
器
廠
の
ホ
ー
ム
で
玉
音
放
送
に

接
し
た
。
長
友
隊
は
次
々
と
兵
舎
を
移
動
し
て
い
た
。
ホ
ー
ム

の
テ
ン
ト
の
中
で
房
前
、
坂
本
、
中
谷
三
人
は
（
三
人
と
も
大

分
県
人
で
水
入
ら
ず
の
仲
）
被
服
、
食
料
、
弾
薬
の
監
視
を
し

た
。
そ
の
時
の
坂
本
は
在
満
の
召
集
兵
で
、
満
語
が
得
意
で
毎

日
、
満
人
が
ご
ち
そ
う
を
運
ん
で
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。

そ
れ
か
ら
ソ
連
が
参
戦
し
て
き
て
武
装
解
除
さ
れ
た
。
長
友

隊
に
三
人
は
復
帰
し
た
。
終
戦
と
同
時
に
韓
国
の
兵
隊
が
全
員

逃
亡
し
た
。
そ
れ
か
ら
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
の
第
三
収
容
所
に

収
容
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
の
出
来
事
と
し
て
、
日
本
の
軍
人
の
死
体
は
軍
服

を
着
た
ま
ま
、
軍
人
以
外
の
日
本
人
の
死
体
も
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
た
。
ソ
連
の
軍
人
は
丁
寧
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
の
が

満
鉄
沿
線
か
ら
見
ら
れ
た
。

シ
ベ
リ
ア
に
向
か
う
途
中
、
チ
タ
を
過
ぎ
て
蒸
気
機
関
車
に

給
水
す
る
た
め
に
停
車
し
た
駅
で
、
飲
料
水
の
確
保
の
た
め
乾

パ
ン
の
空
き
缶
に
水
を
汲
ん
で
い
た
が
、
途
中
、
軍
服
が
濡
れ

た
た
め
に
貨
車
の
中
に
干
し
て
い
た
ら
、
そ
の
軍
服
並
び
に
武

運
長
久
の
日
の
丸
の
旗
と
千
人
針
を
民
間
の
ソ
連
人
に
持
っ
て

行
か
れ
た
。
ソ
連
の
警
備
兵
が
、
貨
車
に
穴
が
開
い
て
い
た
の

は
中
谷
が
興
安
嶺
で
逃
亡
す
る
た
め
に
穴
を
開
け
た
と
言
い
が

か
り
を
つ
け
、
銃
殺
に
す
る
と
銃
を
付
き
つ
け
た
が
、
通
訳
の

猿
渡
が
、
中
谷
は
中
隊
の
本
部
に
い
る
の
で
そ
う
い
う
人
で
は

な
い
と
弁
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
ソ
連
の
警
備
兵
は
銃
を
お
さ

め
た
。

ソ
連
の
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
第
三
収
容
所
の
死
亡
者
の
第
一

号
は
収
容
所
に
到
着
し
た
日
に
発
生
し
た
が
、
そ
れ
は
町
の
風

呂
に
入
っ
た
時
に
初
め
て
知
っ
た
。
な
お
、
死
亡
者
名
簿
は
全

員
の
を
持
っ
て
い
る
。

満
州
現
役
当
時
、
特
別
に
行
っ
た
場
所

錦
州
城
、
爾
霊
山
、
ハ
ル
ビ
ン
郊
外
の
湖
の
魚
と
り



ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
第
三
収
容
所
の
組
織
図

人
員

熊
谷
隊
第
一
大
隊
　
　
鈴
木
隊
第
一
大
隊

将
校
　
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地
区
二
百
人

転
出
　
体
の
弱
い
人
　
百
人
く
ら
い

三
七
五
七
八
部
隊
の
第
一
大
隊
名
簿

大
隊
長
　
　
熊
谷
直
次
郎
　
　
在
満
召
集
兵
　
　
熊
本
県

大
隊
副
官
　
坂
本
八
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県

一
中
隊
長
　
山
本

二
中
隊
長
　
長
友
光
男
　
　
　
在
満
召
集
兵
　
　
宮
崎
県

三
中
隊
長
　
島
田

一
小
隊
長
　
島
崎
稔
　
福
岡
県
（
異
国
の
友
名
簿
に
記
載
）

二
小
隊
長
　
房
前
皆
吉
　
大
分
県
（
異
国
の
友
名
簿
に
記
載
）

三
小
隊
長
　
門
沢

炊
事
班
長
　
川
野
一
二
三

炊
事
係
　
　
奥
村
二
郎
？

炊
事
係
　
　
池
田
作
馬

入
隊
―
終
戦
―
抑
留
―
復
員
し
て
五
十
年
、
一
日
も
忘
れ

た
こ
と
の
な
い
人
（
死
亡
者
・
消
息
不
明
者
を
含
む
）
の

住
所
氏
名

大
分
県
内

日
田
市
　
　
坂
本
八
郎

津
久
見
市
　
坂
本
辰
美
　
　
関
健
男
？

佐
伯
市
　
　
藤
田
健
　
　
　
神
志
名
新
八
　
山
城
？

佐
賀
関
町
　
渡
辺
基
　
　
　
姫
野
良
夫

日
出
町
　
　
中
野
豊

臼
杵
市
　
　
川
野
一
二
三
　
北
山
猛

大
分
市
　
　
長
岡
慶
事
　
　
池
田
作
馬

福
岡
県
内
　
葛
原
生
人

熊
本
県
　
　
松
本
孝

鹿
児
島
県
　
野
本
勇

大
阪
府
　
　
相
見
利
嗣
　
　
寺
島
冨
之

福
島
県
　
　
大
野
昌
二

山
口
県
　
　
く
に
ひ
ろ
？

秋
田
県
　
　
河
村
辰
生



ハ
イ
ラ
ル
陸
軍
病
院
（
第
三
病
棟
）

副
院
長
　
　
神
谷
軍
医

看
護
婦
　
　
岡
崎
文
子
　
　
（
富
山
県
？
）

看
護
婦
　
　
つ
の
と
し
こ
　
（
富
山
県
？
）

入
院
患
者
　
瀬
戸
山
直
　
　
（
宮
崎
県
）

入
院
患
者
　
篠
原
敦
　
　
　
（
宮
崎
県
）

入
院
患
者
　
小
林
　
　
　
　
（
印
鑑
作
成
指
導
者
・
四
国
？
）

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
の
収
容
所

ソ
連
人
　
　
軍
医
　
ナ
タ
ー
シ
ャ
　
　
軍
医
　
マ
ア
リ
ン
キ

日
本
人
　
　
軍
医
　
高
野
正
好

日
本
人
　
　
衛
生
兵
　
渡
辺
基
　
　
佐
々
木
三
郎

河
村
辰
生
（
秋
田
県
）
　
田
中
三
郎

西
山
？

メ
ハ
ナ
作
業
所

所
長
　
　
　
ザ
ヘ
ル
マ
ン

監
督
　
　
　
ニ
コ
ラ
イ

作
業
班
長
　
マ
ル
ー
シ
ャ

作
業
班
長
　
ア
ー
ニ
ャ

抑
留
中
の
作
業

中
隊
の
監
視
と
食
事
の
世
話

エ
ニ
セ
イ
川
の
ほ
と
り
の
製
材
所
で
の
原
木
の
整
理
（
一
個

小
隊
）

メ
ハ
ナ
の
機
関
車
工
場
隣
接
の
建
築
現
場
の
作
業
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
の
取
扱
い
）

コ
ル
ホ
ー
ズ
農
場
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
（
一
個
小
隊
）

死
体
埋
葬
（
冬
は
凍
結
の
た
め
に
仮
埋
葬
し
て
、
春
に
本
埋

葬
。
半
年
た
っ
て
も
全
く
死
体
は
変
化
し
て
い
な
か
っ
た
）

死
体
は
棺
の
中
に
入
れ
て
橇
に
積
み
、
ロ
バ
に
引
か
せ
て
墓

地
に
行
き
、
棺
は
開
け
て
持
っ
て
帰
り
再
度
利
用
し
た
。

認
識
票
を
数
珠
の
代
わ
り
に
胸
に
か
け
て
手
を
合
掌
さ
し

て
、
頭
を
上
に
し
て
緩
や
か
な
斜
面
に
埋
葬
し
た
。

最
初
は
木
の
墓
標
、
四
角
で
一
辺
が
十
セ
ン
チ
で
長
さ
が
一

メ
ー
ト
ル
。
一
部
は
鉄
の
丸
い
墓
標
で
、
直
径
が
十
セ
ン
チ
で

長
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。



抑
留
中
に
困
っ
た
こ
と

水
が
な
か
っ
た
こ
と
。

風
呂
に
め
っ
た
に
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
（
蚤
に
悩
ま
さ
れ

た
）

。
風
呂
は
蒸
し
風
呂
で
、
水
は
洗
面
器
に
一
杯
ず
つ
。

風
呂
に
入
っ
た
時
に
夏
は
軍
服
、
下
着
と
も
風
呂
場
の
滅
菌

室
で
、
冬
は
軍
服
、
下
着
を
凍
ら
せ
て
蚤
を
退
治
し
た
。

食
料
の
不
足
（
作
業
ノ
ル
マ
に
対
し
て
食
料
を
支
給
）

。

マ
ッ
チ
が
な
く
、
火
打
石
と
鉄
を
こ
す
っ
て
火
縄
に
火
を
つ

け
た
。

薬
が
な
く
、
牛
馬
の
骨
を
焼
い
て
薬
の
代
用
に
し
た
。

そ
の
他
抑
留
中
の
出
来
事

最
初
は
食
事
は
中
隊
に
配
給
さ
れ
た
が
、
炊
事
場
が
良
く

な
っ
て
か
ら
は
各
人
が
チ
ケ
ッ
ト
で
炊
事
場
に
も
ら
い
に
行
っ

た
。
ま
た
、
炊
事
用
の
水
は
町
か
ら
橇
に
積
み
、
ロ
バ
に
引
か

せ
て
収
容
所
に
運
ん
で
い
た
が
、
一
年
ぐ
ら
い
し
て
か
ら
は
井

戸
を
掘
っ
た
。

遺
品
は
内
務
班
の
検
査
で
ソ
連
に
没
収
さ
れ
た
。

入
浴
は
月
一
回
で
、
町
の
風
呂
屋
に
行
っ
て
入
浴
し
た
。

身
体
検
査
は
年
三
回
く
ら
い
で
、
尻
と
腕
の
皮
膚
を
引
っ

張
っ
て
ソ
連
軍
医
が
診
察
し
た
。
ま
た
、
ラ
ッ
パ
の
よ
う
な
聴

診
器
で
病
人
を
診
察
し
た
。
診
断
の
結
果
、
そ
の
症
状
に
よ
り

一
―
三
級
及
び
病
人
に
区
別
し
た
。

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地
区
に
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
生
存
者
が

い
た
。
そ
の
中
の
二
人
に
会
っ
て
話
を
し
た
が
、
妻
子
も
お

り
、
東
北
弁
で
話
す
人
だ
っ
た
が
、
出
身
県
は
教
え
て
く
れ
な

か
っ
た
。
多
分
、
戦
死
扱
い
に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
人
の
抑
留
者
も
作
業
を
し
て
い
た
。

ソ
連
は
国
営
の
た
め
ソ
連
の
囚
人
も
作
業
に
従
事
し
て
い
た

が
、
逃
亡
す
る
囚
人
に
対
し
て
作
業
所
の
監
視
員
は
銃
を
発
砲

し
た
。
銃
声
が
聞
こ
え
た
後
は
、
射
殺
さ
れ
た
囚
人
が
帯
で
体

を
締
め
ら
れ
棒
で
担
が
れ
て
運
ば
れ
て
行
く
の
に
何
回
も
出

会
っ
た
が
、
担
い
で
運
ぶ
作
業
を
す
る
の
も
二
人
の
ソ
連
囚
人

だ
っ
た
。

終
戦
の
と
き
に
チ
チ
ハ
ル
で
経
験
し
た
こ
と

チ
チ
ハ
ル
市
内
の
弾
薬
庫
や
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
が
大
爆
発
を

起
こ
し
、
市
内
が
一
面
、
火
と
血
の
海
と
な
っ
た
。



復
員
中
の
出
来
事

ナ
ホ
ト
カ
第
一
収
容
所
（
テ
ン
ト
）
に
収
容
さ
れ
た
者
は
そ

の
日
の
う
ち
に
復
員
船
に
乗
船
し
た
が
、
第
二
収
容
所
に
収
容

さ
れ
た
者
は
教
育
を
受
け
、
一
週
間
く
ら
い
後
に
復
員
船
に
乗

船
し
た
。
そ
し
て
第
三
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
者
は
、
再
び
ど

こ
か
に
送
り
返
さ
れ
、
日
本
に
復
員
し
た
の
か
、
い
ま
だ
に
確

認
し
て
い
な
い
。

私
は
ナ
ホ
ト
カ
第
二
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
の
で
一
週
間
の

教
育
を
受
け
、
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
復
員
船
の
米
山
丸
に
乗
船
し
、

船
内
で
抑
留
中
の
死
亡
者
名
簿
等
の
調
査
カ
ー
ド
を
提
出
し

た
。

ソ
連
か
ら
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
物

印
鑑
（
手
製
・
中
谷
）

タ
バ
コ
（
マ
ホ
ル
カ
）
と
タ
バ
コ
の
ケ
ー
ス
（
手
製
・
相
見

利
嗣
）

食
器
（
水
筒
、
飯
盒
）

ス
プ
ー
ン
と
箸
（
手
製
・
中
谷
）

腕
時
計

凍
ら
な
い
セ
メ
ン
ト

軍
服
と
外
套

異
国
の
友
に
出
席
し
た
際
の
記
念
品
―
五
周
年
記
念
（
中

央
大
学
葉
山
寮
）

財
布

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
一
日
現
在
の
名
簿

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
一
日
現
在
の
名
簿

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
一
日
現
在
の
名
簿

異
国
の
友
に
出
席
し
た
際
の
記
念
品
―
二
十
五
周
年
記
念

（
中
央
大
学
葉
山
寮
）

置
き
時
計

異
国
の
友
に
出
席
―
昭
和
六
十
一
年
（
中
央
大
学
葉
山

寮
）

遺
骨
の
収
集
に
は
自
信
あ
り
（
死
亡
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
死
亡
者
も
知
っ
て
い
る
）

。

今
現
在
、
西
本
願
寺
派
福
勝
寺
門
徒
総
代
。



証
拠
書
類
は
保
存
し
て
い
る
。

こ
の
資
料
の
作
成
協
力
者

渡
辺
基
　
　
（
大
分
県
佐
賀
関
町
）

吉
岡
四
郎
　
（
大
分
県
臼
杵
市
）

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
吉
日
、
シ
ベ
リ
ア
慰
霊
墓
参
団

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地
区
第
八
班
団
長
、
越
智
健
一
（
副
団

長
・
村
田
み
つ
）
他
、
遺
族
と
全
抑
協
出
席
者
一
同
、
結
団
式

を
大
変
感
謝
し
ま
す
。

私
の
人
生
の
夢
が
実
現
し
最
高
の
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
す
。
人

生
一
生
進
歩
が
な
い
と
言
う
が
、
歳
を
忘
れ
趣
味
（
魚
釣
り
）

を
持
ち
ボ
ケ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
食
物
は
腹
八
分
目
と
健
康

に
注
意
し
て
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
墓
参
が
で
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
州
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
市
と
現
地

に
、
日
本
国
政
府
が
一
体
と
な
っ
た
協
力
に
よ
り
立
派
な
慰
霊

碑
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

私
の
い
た
第
三
収
容
所
内
の
給
水
塔
と
機
関
車
工
場
を
見
学

し
て
参
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
変
残
念
な
こ
と
は
、
第
三
収
容
所
の
十
列
墓
地

の
埋
葬
し
た
場
所
が
全
く
違
う
所
で
し
た
。

現
地
に
植
樹
し
た
桜
の
樹
が
大
き
く
な
る
と
と
も
に
、
ま
た

逢
う
日
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

追
伸
楽
し
さ
は
春
は
桜
、
秋
の
月
、
家
内
達
者
で
三
度
食

べ
る
飯
。




